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札幌市調理師団体連合会会報

NO.93
私 の 好 き な 格 言

「無病息災」
�  成田　寿

　

山
﨑
氏
は
昭
和
24
年
５
月
上
富

良
野
町
で
生
ま
れ
、
昭
和
43
年
北

海
学
園
大
学
経
済
学
部
を
卒
業

後
、
大
阪
市
に
あ
る
【
割
烹
ふ
さ

ま
】
に
入
社
、
厳
し
い
修
業
生
活

の
始
ま
り
。
数
年
修
業
後
北
海
道

に
戻
り
、【
割
烹
あ
お
き
】
等
で

修
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
の
実

力
を
買
わ
れ
【
割
烹
御
用
亭
】
に

て
就
職
し
初
板
を
踏
む
こ
と
に
な

り
、
お
店
で
の
評
判
は
札
幌
市
内

に
知
れ
渡
り
、
色
ん
な
お
店
か
ら

の
引
き
抜
き
が
絶
え
ず
、【
日
本

料
理
宮
本
】【
エ
ア
ー
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
】
等
終
え
、
52
才
で
畑
中
商

事
【
夢
蘭
】
総
料
理
長
と
な
り
、

数
店
舗
の
献
立
か
ら
ス
タ
ッ
フ
育

成
ま
で
任
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

今
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
全
国
か

ら
色
ん
な
食
材
が
届
き
ま
す
が
、

大
阪
時
代
で
の
修
業
が
生
か
さ

れ
、
京
野
菜
や
北
海
道
に
な
い
食

材
を
多
く
送
っ
て
も
ら
い
、
関
西

料
理
を
披
露
し
、
多
く
の
お
客
様

に
大
変
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
傍
ら
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず

育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
、
調
理
師
学

校
の
講
師
や
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の

料
理
講
師
も
務
め
、
和
食
の
魅
力

を
伝
え
て
も
ら
い
、
多
く
の
お
弟

子
さ
ん
ま
で
輩
出
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
後
数
店
終
え
、【
株
式

会
社
見
方
】
で
商
品
開
発
、
献
立

か
ら
す
べ
て
を
取
り
仕
切
る
立
場

で
定
年
ま
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
修
業
時
代
は
多
く
の
競

技
大
会
に
出
場
し
、
金
賞
、
知
事

賞
等
多
く
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
又
、
そ
の
間
に
、
調
理
師
会

の
活
動
も
積
極
的
に
ご
指
導
頂

き
、
平
成
26
年
に
は
北
海
道
日
本

調
理
技
能
士
会
会
長
に
就
任
（
現

常
任
相
談
役
）、（
一
社
）
北
海
道

全
調
理
師
会
副
理
事
長
、
札
幌
割

烹
調
理
師
会
常
任
相
談
役
等
で
ご

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
材

の
育
成
、
会
社
の
運
営
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
調
理
師
会
の
活
動

も
積
極
的
に
ご
指
導
頂
き
、
会
長

札幌割烹調理師会
常任相談役

山﨑　幸雄 氏

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

庖
丁
い
っ
ぽ
ん

題
字\

札
調
連
会
長 

鈴
木 

健
雄

（
次
頁
へ
続
く
）
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令
和
６
年
の
新
年
を
迎
え
、
謹

ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
昨
年
の
５
月
に

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
３
年

以
上
に
わ
た
っ
た
コ
ロ
ナ
対
策
が

次
の
段
階
へ
進
む
こ
と
と
な
り
、

私
ど
も
の
会
も
７
月
に
「
庖
丁
塚

供
養
祭
」
を
開
催
し
、
８
月
に
日

本
料
理
に
よ
る
「
健
康
料
理
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」を
実
施
す
る
な
ど
、

以
前
と
同
じ
内
容
や
規
模
で
各
種

事
業
を
滞
り
な
く
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

札
幌
市
を
初
め
札
調
連
に
加
盟
し

て
い
る
各
調
理
師
団
体
、
そ
し
て

関
係
各
団
体
、各
企
業
の
皆
様
の
、

こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
る
と
、
こ
こ
に
深
く
感
謝

2024

札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合
会

会
長
　
鈴
木　

健
雄

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
地
球
温
暖
化
は

世
界
各
地
に
異
常
気
象
を
頻
発
さ

せ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
の
海
に

目
を
向
け
ま
す
と
、
海
水
温
が
上

昇
し
漁
業
へ
の
影
響
が
広
が
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
瀬
戸
内
海
や
西

日
本
が
主
な
産
地
だ
っ
た
フ
グ
の

漁
獲
量
が
、
都
道
府
県
別
で
北
海

道
が
全
国
１
位
に
な
る
な
ど
漁
場

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
フ
グ
に
つ
い
て
、
最
近

20
年
間
の
統
計
で
は
、
北
海
道
で

の
フ
グ
の
漁
獲
量
は
、
一
番
少
な

か
っ
た
平
成
15
年
の
33
ト
ン
に
対

し
て
、
令
和
３
年
は
１
９
９
０
ト

ン
に
の
ぼ
り
、
約
60
倍
に
増
加
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
北
海
道
で
獲
れ
た
フ
グ
は
、

残
念
な
が
ら
道
民
に
は
食
べ
る
習

慣
が
あ
ま
り
な
い
た
め
道
内
で
は

消
費
さ
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
冷
凍

の
際
は
、
北
海
道
日
本
調
理
技
能

士
会
会
長
賞
を
初
め
全
国
技
能
士

会
連
合
会
会
長
表
彰
等
の
拝
受
を

さ
れ
、
調
理
師
会
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
私
か
ら
見
た
山
﨑

氏
は
と
て
も
真
面
目
で
素
敵
な
お

方
で
す
。
ど
ん
な
時
で
も
近
く
に

い
て
助
言
等
を
頂
い
た
り
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
趣
味
の
読
書
や

お
仲
間
内
で
ゴ
ル
フ
や
麻
雀
な
ど

楽
し
ん
で
頂
き
、
若
い
時
に
習
得

さ
れ
た
懐
石
料
理
の
基
本
や
料
理

の
伝
授
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
達
後
者
の
指
導
に
ご
尽

力
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
健

康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て

頂
き
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
紹
介
者
）札

幌
割
烹
調
理
師
会

本
間　

勇
司

さ
れ
、
本
州
方
面
へ
送
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
フ
グ
は
マ
フ
グ

と
い
う
種
類
で
独
特
な
歯
ご
た
え

と
甘
み
が
あ
り
、
ト
ラ
フ
グ
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
味
わ
い
か
ら
、

「
フ
グ
の
王
様
」
で
あ
る
ト
ラ
フ

グ
に
対
し
て
、「
フ
グ
の
女
王
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
調
理
師
は
、伝
統
あ
る「
食

文
化
」
を
守
り
な
が
ら
も
、
常
に

研
鑽
を
重
ね
、
新
し
い
料
理
に
も

挑
戦
す
る
意
欲
を
持
ち
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
フ
グ
な
ど
新
た
な

魚
の
魚
食
拡
大
に
向
け
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
な
が
ら
、
札
幌
市
民
を
は

じ
め
札
幌
を
訪
れ
る
観
光
客
の

方
々
に
、
健
康
的
で
安
全
・
安
心

な
料
理
を
提
供
し
「
食
の
ま
ち

さ
っ
ぽ
ろ
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
や
か

で
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
も
、
札
幌
市
を

は
じ
め
各
加
盟
団
体
、
関
係
各
位

の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
前
頁
よ
り
）

印刷も、
Webも、
電子書籍も。

札幌市中央区南４条西５丁目６
TEL 011－241－4540
FAX 011－241－4505
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昨
年
12
月
４
日
、
令
和
５
年
度

第
３
回
札
調
連
四
役
会
議
が
ホ
テ

ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
３
階
「
多

目
的
ホ
ー
ル
Ｃ
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
鈴
木
健
雄
会
長
の
開

会
挨
拶
の
あ
と
、
鈴
木
裕
一
郎
会

長
代
行
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
令

和
５
年
度
の
事
業
執
行
状
況
や
収

支
決
算
見
込
み
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
た
ほ
か
、
２
月
に
開
催
さ
れ
る

理
事
会
、
講
師
研
修
会
、
新
年
会

の
具
体
的
な
内
容
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
度
の
健
康
料

理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
方
法

や
ふ
ぐ
処
理
者
認
定
試
験
準
備
講

習
会
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
も
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
今
回

協
議
さ
れ
た
議
事
は
２
月
に
開
催

さ
れ
る
第
２
回
札
調
連
理
事
会
に

か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
に
は
、
９
年
６
か

札
調
連
四
役
会
・懇親

会
開
催

月
の
長
き
に
わ
た
り
札
調
連
の
事

務
局
長
を
務
め
、
昨
年
の
９
月
末

で
退
職
さ
れ
た
髙
橋
広
夫
さ
ん
を

招
い
た
懇
親
会
が
開
か
れ
、
こ
れ

ま
で
の
思
い
出
話
や
、
北
海
道
で

漁
獲
量
が
急
増
し
て
い
る
「
ふ

ぐ
」・「
ぶ
り
」
の
積
極
的
な
魚
食

活
用
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
最
後

は
葛
西
利
男
副
会
長
の
挨
拶
で
会

は
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
講
師
研
修
会
や
新

年
会
に
先
立
ち
、
午
後
２
時
か
ら

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
役

員
15
名
の
出
席
の
も
と
第
２
回
札

調
連
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
健
雄
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
鈴
木
裕
一
郎
会
長
代
行
の
進

行
で
会
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
初
め
に
小
泉
哲
也
会

長
代
行
か
ら
令
和
５
年
度
の
事
業

報
告
が
あ
り
、
山
口
弘
行
事
務
局

長
か
ら
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計

と
包
丁
塚
会
計
の
収
支
決
算
見
込

み
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
2
回札

調
連
理
事
会
開
催

続
い
て
、
鈴
木
裕
一
郎
会
長
代
行

か
ら
来
年
度
の
札
調
連
役
員
の
改

選
、
食
品
保
健
講
師
や
札
調
連
認

定
講
師
の
更
新
に
関
す
る
推
薦
依

頼
の
説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
健
康

料
理
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
、
令
和
６
年
度
は

中
華
が
当
番
と
な
り
日
本
中
国
料

理
協
会
札
幌
支
部
が
担
当
し
、
令

和
７
年
度
は
札
幌
そ
ば
麵
類
研
究

会
が
受
託
す
る
予
定
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
他
、
講
師
研
修
会
講
演

者
の
検
討
を
行
い
、
令
和
６
年
度

は
「
そ
ば
」
が
担
当
し
、
令
和
７

年
度
は
「
和
食
」
が
担
当
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

懇親会での集合写真

鈴木健雄会長の挨拶

理事会「会議の様子」

ホテルポールスター札幌「多目的ホールC」にて

高級鮮魚介・冷凍魚介・各国輸入蛯

衛生的な設備を誇る
業務用卸のエキスパート‼

札幌市中央区北13条西16丁目３－13
TEL 709－1221(代)　FAX 709－1225
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令
和
６
年

令
和
６
年札調

連
新
年
会
開
催

札
調
連
新
年
会
開
催

　

２
月
１
日
、
札
調
連
新
年
会
が

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。午
後
４
時
30
分
、

来
賓
、
役
員
、
名
誉
調
理
師
な
ど

33
名
が
集
ま
り
、
北
海
道
全
調
理

師
会
札
幌
支
部
連
合
会
会
長
の
高

橋
宏
通
氏
の
司
会
進
行
の
も
と
開

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
鈴
木
健
雄
会
長
か
ら

新
年
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来

賓
で
あ
る
札
幌
市
保
健
所
食
の
安

全
担
当
部
長
の
伊
東
正
則
様
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
北

海
道
議
会
議
員
の
千
葉
真
裕
様
、

札
幌
市
議
会
議
員
の
長
内
直
也

様
、
細
川
正
人
様
か
ら
ス
ピ
ー
チ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
様
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ

と
、
北
海
道
全
調
理
師
会
理
事
長

の
小
泉
哲
也
氏
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
で
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
直
前
に
行
わ
れ
た
講
師

研
修
会
の
内
容
や
、
地
球
温
暖
化

な
ど
の
影
響
で
北
海
道
周
辺
の
海

で
漁
獲
量
が
急
増
し
て
い
る
「
ふ

ぐ
」
の
話
題
、
さ
ら
に
は
、
各
加

盟
団
体
の
情
報
交
換
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

結
び
は
、
札
幌
市
名
誉
調
理
師

会
相
談
役
の
森
下
稔
氏
に
よ
り
、

今
後
と
も
健
康
に
留
意
し
、
来
年

の
こ
の
会
で
再
会
で
き
る
こ
と
を

願
い
、「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」

を
声
高
ら
か
に
唱
和
し
て
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

札
調
連
認
定
講
師

札
調
連
認
定
講
師研修

会
開
催

研
修
会
開
催

　

２
月
１
日
、
ホ
テ
ル
ラ
イ

フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
お
い
て
令
和
５

年
度
札
調
連
認
定
講
師
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は

札
調
連
認
定
講
師
、札
調
連
役
員
、

札
幌
市
名
誉
調
理
師
な
ど
27
名
が

参
加
し
、
司
会
は
札
幌
第
一
割
烹

調
理
師
会
の
佐
藤
登
氏
が
務
め
、

札
調
連
認
定
講
師
委
員
会
委
員
長

の
鈴
木
裕
一
郎
氏
の
開
会
の
挨
拶

で
研
修
会
は
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
全
日
本
司
厨

士
協
会
札
幌
支
部
常
任
相
談
役
の

大
江
廣
嗣
氏
で
、「
私
の
調
理
師

人
生
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
江
氏
は
、
中
学
・
高

校
と
も
サ
ッ
カ
ー
に
明
け
暮
れ
、

将
来
は
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
が
、
家
庭
の
事
情
で
進
学
を
諦

め
、
昭
和
51
年
、
札
幌
国
際
観
光

㈱
に
入
社
し
て
料
理
人
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
最
初
に
配
属
と

な
っ
た
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
の
洋
食
宴
会
厨
房
で
は
、

厳
し
く
も
多
く
の
諸
先
輩
の
下
、

充
実
し
た
修
業
時
代
を
送
っ
て
い

ま
し
た
が
、
あ
る
時
目
に
し
た
テ

レ
ビ
番
組
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
憧

れ
と
希
望
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、

平
成
４
年
同
社
を
退
職
後
、
料
理

を
修
学
す
る
た
め
フ
ラ
ン
ス
へ
旅

立
ち
ま
し
た
。

　

パ
リ
で
は
９
階
の
屋
根
裏
部
屋

に
住
み
、
仕
事
先
で
の
給
金
が
少

な
い
た
め
、
一
緒
に
渡
仏
し
た
奥

様
も
働
き
家
計
を
支
え
た
と
の
こ

と
。
色
々
苦
労
し
な
が
ら
も
、
多

く
の
方
の
助
け
を
得
て
充
実
し
た

フ
ラ
ン
ス
修
学
生
活
を
送
っ
た
と

の
お
話
は
、感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

帰
国
後
は
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
札
幌
の

総
料
理
長
な
ど
を
務
め
、現
在
は
、

北
斗
文
化
学
園
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
調
理
技
術
専
門
学
校
の
特
任

教
授
と
し
て
、
日
々
学
生
に
料
理

の
楽
し
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
伝
達

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、大
江
氏
の
講
演
内
容
は
、

今
後
、
札
調
連
か
ら
発
行
さ
れ
る

冊
子
「
私
の
調
理
師
人
生
」
第
３

号
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

札調連

事 業事 業
報 告報 告

新年会「会場の様子」

小泉理事長・祝杯

「また会いましょう」で閉会

大江廣嗣氏の講演

鈴木会長・新年の挨拶

保健所・伊東部長の祝辞

森下相談役・閉会挨拶
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新
年
交
礼
会
活
動
報
告

新
年
交
礼
会
活
動
報
告

　

令
和
６
年
１
月
22
日
（
月
）
札

幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
全

日
本
司
厨
士
協
会
北
海
道
地
方
本

部
・
札
幌
支
部
合
同
新
年
会
が
御

来
賓
、
協
賛
商
社
、
友
好
団
体
、

協
会
会
員
と
大
勢
の
出
席
者
の

中
、　

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
江
北
海
道
地
方
本
部
会
長
よ

り
主
催
者
挨
拶
を
終
え
、
北
海
道

庁
農
政
部
食
の
安
全
推
進
局
長
・

野
口
正
浩
氏
、
道
本
部
名
誉
顧
問 

参
議
院
議
員
・
船
橋
利
実
氏
、
道

本
部
顧
問 

北
海
道
議
会
議
員
・

千
葉
真
裕
氏
、
オ
ラ
ン
ダ
農
業
振

興
会
代
表
・
塚
田
務
氏
、
札
幌
ウ

エ
シ
マ
コ
ー
ヒ
ー
（
株
）
代
表
取

締
役
社
長
・
加
藤
勝
彦
氏
、
大
槻

食
材
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
・

古
川
裕
志
氏
よ
り
来
賓
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
吉
田
札
幌
支
部
長
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
と
な
り
ま

20242024

レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト

定
山
渓
調
理
師
会

定
山
渓
調
理
師
会

　

私
の
所
属
す
る
定
山
渓
調
理
師

会
は
、
昨
年
の
春
こ
ろ
か
ら
活
動

を
初
め
ま
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま

で
は
色
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
し

た
。
年
２
回
、
夏
・
秋
に
料
理
講

習
会
、和
食
を
中
心
と
し
た
季
節
、

旬
の
食
材
を
使
い
基
礎
的
な
調
理

法
、創
作
料
理
等
を
行
い
、ま
た
、

食
品
衛
生
講
習
会
も
同
時
に
札
幌

市
保
健
所
よ
り
講
師
を
招
き
食
中

毒
予
防
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

４
年
振
り
に
昨
年
12
月
１
日
に

料
理
講
習
会
の
み
で
行
い
、
今
ま

で
と
は
内
容
を
変
え
て
専
門
知
識

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。お
題
は「
ふ

ぐ
」
そ
の
中
で
も
王
様
の
「
と
ら

ふ
ぐ
」
で
す
。
最
近
、
北
海
道
で

も
ふ
ぐ
の
水
揚
げ
も
目
立
ち
ま

す
。
昨
年
は
日
本
１
位
の
水
揚
げ

に
な
り
、
年
々
食
文
化
も
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

若
い
会
員
の
た
め
に
処
理
の
仕

方
を
事
細
か
く
、
時
間
も
１
時
間

半
か
け
て
可
食
部
、
不
可
食
部
、

皮
の
処
理
（
鮫
皮
）、
刺
身
の
ひ

き
方
な
ど
講
習
し
て
、
最
後
に
試

食
、
ふ
ぐ
皮
煮
凍
り
と
刺
身
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
会
員
を
は
じ

め
定
山
渓
地
区
の
関
係
者
を
含
め

32
名
の
出
席
者
で
ほ
と
ん
ど
の
人

が
初
め
て
食
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

定
山
渓
調
理
師
会

佐
藤　
　

修

し
た
。

　

料
理
に
お
い
て
は
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
の
伝
統
、
調
理
技
術
、

会
場
担
当
者
の
方
々
の
お
も
て
な

し
の
心
、
多
彩
な
演
出
等
々
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
ば
し
歓
談
の
後
、
札
幌
支
部

顧
問 

札
幌
市
調
理
師
団
体
連
合

会
会
長
・
鈴
木
健
雄
市
議
会
議

員
、
札
幌
支
部
顧
問 

細
川
正
人

市
議
会
議
員
か
ら
も
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
札
幌
支
部
に
貢
献
さ
れ

た
会
員
に
贈
ら
れ
る
支
部
奨
励
賞

が
４
名
に
贈
ら
れ
、
若
手
シ
ェ
フ

に
と
っ
て
の
見
本
を
示
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

中
締
め
は
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

協
会
北
海
道
本
部
・
平
井
良
紀
氏

に
よ
り
締
め
括
ら
れ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
し
た

が
、
多
く
の
方
々
と
交
流
が
で
き

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

令和６年度
札調連 定期総会・懇親会

日時：令和６年５月28日（火）
　　　午後３時～定期総会
　　　午後４時30分～懇親会

場所：ホテルライフォート札幌
　　　中央区南10条西１丁目

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
年

交
礼
会
を
主
催
す
る
に
あ
た
り
会

場
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
札
幌
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
皆
様
、
協
会
役

員
・
会
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

全
日
本
司
厨
士
協
会
札
幌
支
部

海
外
交
流
・
研
究
部
幹
事

　

中
山　

雄
太

全日本司厨士協会北海道地方本部・
札幌支部合同新年会
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想
　
想

「
江
戸
っ
子
は
そ
ば
を

噛
ま
ず
に
啜
る
」

札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会

石
塚　

博
久

　

そ
ば
は
噛
ま
ず
に
ツ
ー
と
啜
り

込
ん
で
、
そ
の
香
り
を
味
わ
う
も

の
だ
…
と
か
、
だ
し
は
ち
ょ
っ
と

し
か
付
け
て
は
い
け
な
い
…
と

か
、
そ
ば
屋
の
酒
は
か
く
あ
る
べ

き
だ
…
と
か
、
そ
ん
な
食
べ
方
を

粋
と
感
じ
た
江
戸
庶
民
。
日
本
の

江
戸
時
代
に
花
開
い
た
『
そ
ば
文

化
』
は
現
代
に
も
語
り
継
が
れ
て

い
る
。
当
時
の
江
戸
は
100
万
人
の

人
口
を
有
し
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン

の
人
口
を
し
の
ぐ
活
気
の
あ
る
大

都
会
で
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
江
戸
庶
民
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
蕎
麦
と
い
う
食
べ
物
に
と

こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
当
時
の
そ
ば

職
人
。
世
界
的
に
見
て
も
あ
ま
り

重
宝
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
雑

穀
を
「
ソ
バ
切
り
」
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
素
晴
ら
し
い
食
べ
物
に
変

え
た
の
は
、
日
本
人
特
有
の
器
用

さ
か
ら
で
あ
ろ
う
。消
化
も
早
く
、

胃
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
も
な

く
、
即
座
に
仕
事
も
で
き
る
。
し

か
も
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
な

い
。「
ソ
バ
」
は
、
あ
る
意
味
最

も
現
代
的
な
食
べ
物
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
蕎
麦
を
売
る
店
が
、
最

近
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。
若
者

は
ラ
ー
メ
ン
を
好
み
、
そ
し
て
老

舗
と
い
わ
れ
る
蕎
麦
店
は
後
継
問

題
等
で
次
々
廃
業
。
最
近
の
物
価

高
騰
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、

経
営
の
厳
し
い
現
状
が
続
い
て
い

る
。
現
代
人
が
江
戸
っ
子
に
劣
っ

て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
必
ず
や

若
い
力
で
新
た
な
発
想
や
ス
タ
イ

ル
が
出
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

（
追
伸
）
た
ま
に
そ
ば
を
噛
ん
で

ツ
ユ
に
ど
っ
ぷ
り
付
け
て
食
べ
て

み
た
い
…
笑

私

好

な

言

の

き

格

「
無
病
息
災
」

　

格
言
で
は
な
い
の
で
す
が
、

現
在
の
心
持
ち
と
し
て
、
こ
の

言
葉
「
無
病
息
災
」
が
浮
か
び

ま
し
た
。病
気
を
し
な
い
こ
と
、

健
康
で
あ
る
こ
と
、
災
い
を
よ

け
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
、
閏
年
が
明
け

ま
し
た
。
早
々
に
能
登
半
島
地

震
、
飛
行
機
の
衝
突
事
故
と
不

穏
な
感
じ
の
年
明
け
と
な
り
ま
し

た
。
災
い
は
避
け
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
健
康
に
関
し
て
は
、

気
を
付
け
る
こ
と
で
少
し
は
維
持

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
９
年
の
男
性
の
健
康
寿

命
は
72.68
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健

康
寿
命
と
は
、
日
常
的
、
継
続
的

な
医
療
・
介
護
に
依
存
し
な
い
で

自
分
の
心
身
で
生
命
維
持
し
、
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
生
存
期
間

の
こ
と
で
す
。
私
も
そ
の
年
齢
に

達
し
、
い
か
に
こ
の
期
間
を
伸
ば

し
て
い
け
る
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
を
も
と
に

注
意
事
項
の
改
善
や
、
フ
レ
イ

ル
に
な
ら
ぬ
よ
う
運
動
し
た
り

食
生
活
に
注
意
し
た
り
と
、
健

康
を
維
持
し
元
気
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
に
は
健
康
で
元

気
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会

成
田　
　

寿
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「
た
ら
」

日
本
中
国
料
理
協
会
札
幌
支
部

泉　
　

勝
志

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
１
日
に
石
川
県
地
震
が
発

生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
ま
し

た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
現
在
余
市
町
に
お
り
ま

す
が
、
１
月
７
日
～
９
日
に
か
け

て
記
録
的
な
大
雪
に
な
り
大
変
で

し
た
。
こ
の
時
期
、
鍋
料
理
の
定

番
と
も
い
え
る
「
鱈
」、
旬
の
時

期
は
12
月
～
２
月
、
ち
ょ
う
ど
今

頃
で
す
。
雪
が
降
る
季
節
に
取
れ

る
こ
と
か
ら
「
鱈
」
と
い
う
字
が

あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
ら
科
の

魚
は
世
界
で
約
30
種
類
が
い
て
、

日
本
近
海
で
は
、
ま
だ
ら
、
す
け

と
う
だ
ら
、
こ
ま
い
の
３
種
が
主

流
で
、
北
海
道
を
は
じ
め
青
森
、

宮
城
、
岩
手
、
秋
田
県
な
ど
が
主

な
産
地
で
す
。
余
市
で
も
取
れ
て

い
ま
す
。
定
置
網
、
底
引
き
網
、

刺
し
網
、
釣
り
な
ど
で
漁
獲
さ
れ

ま
す
。
ク
セ
の
な
い
淡
白
な
白
身

食
材
の
は
な
し

食
材
の
は
な
し

魚
で
、
大
き
い
物
は
１
メ
ー
ト
ル

以
上
に
な
り
、
寒
冷
な
海
に
分
布

し
、
冬
季
か
ら
早
春
に
か
け
て
産

卵
し
、
一
度
に
数
十
万
か
ら
数
百

万
個
に
及
び
ま
す
が
、
生
存
率
は

非
常
に
低
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

雲
子
（
く
も
こ
）、
菊
子
、
た
ち

な
ど
言
わ
れ
る
白
子
は
、
極
寒
の

時
期
に
脂
が
の
っ
て
太
り
、
非
常

に
高
価
に
な
り
、
国
産
も
の
は
常

に
品
薄
感
が
あ
り
ま
す
。
触
っ
て

し
っ
か
り
張
り
の
あ
る
も
の
、
目

が
澄
ん
で
い
て
鰓
が
鮮
紅
色
の
も

の
が
良
品
で
す
。
甘
塩
、
冷
凍
な

ど
で
流
通
し
て
い
ま
す
が
、
寒
い

時
期
の
生
は
ク
セ
が
な
く
、
旨
味

が
豊
富
で
す
。

　

和
食
、
洋
食
、
中
華
あ
ら
ゆ
る

料
理
の
食
材
と
し
て
適
し
て
お

り
、長
く
厳
し
い
北
海
道
の
冬
を
、

「
た
ら
」
を
た
ら
ふ
く
食
べ
て
、

お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。 「たら」と泉勝志氏
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全
調
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よ
り

北
全
調
だ
よ
り

　

今
か
ら
65
年
前
の
昭
和
34
年
１

月
６
日
に
本
会
は
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
の
北
全
調
は
、
専
門
調

理
師
の
作
る
関
係
団
体
の
集
合
体

で
あ
り
、
団
体
に
属
さ
な
い
調
理

師
と
は
一
線
を
画
す
る
考
え
が
あ

り
、
支
部
づ
く
り
は
進
ま
な
い
状

況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
北
海

道
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
団
体

に
属
さ
な
い
調
理
師
を
受
入
れ
、

道
内
の
保
健
所
ご
と
に
支
部
を
作

る
こ
と
に
着
手
し
、
自
主
的
・
民

主
的
な
支
部
づ
く
り
を
進
め
、
現

在
の
組
織
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
28
日
に
調
理
師
法
施

行
65
周
年
記
念
全
国
大
会
が
東
京

明
治
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
会
員
か
ら
厚
生
労
働
大

臣
賞
７
名
、
記
念
全
国
大
会
会
長

表
彰
６
名
の
方
々
が
受
賞
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
51
年
度
か
ら
で
先
人
達

の
努
力
の
賜
物
で
す
。
ま
た
北
海

道
に
お
い
て
、
北
海
道
社
会
貢
献

賞
（
知
事
表
彰
）
が
表
彰
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
も
先
人
達
の
お

か
げ
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
賞
と

北
海
道
社
会
貢
献
賞
は
、
前
述
の

経
緯
の
と
お
り
、
支
部
を
管
轄
す

る
保
健
所
に
支
部
長
が
会
員
を
推

薦
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
厚
生
労
働
大
臣
賞
は
全
国
組
織

の
調
理
師
団
体
か
ら
の
推
薦
枠
も

あ
り
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
約
３
年
間
、
全
道

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
各
支
部
に
お
い

て
は
、
研
修
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
５
月
の
コ
ロ
ナ
５

類
移
行
後
に
研
修
会
な
ど
が
続
々

復
活
し
て
お
り
、
地
域
に
根
ざ
し

た
会
員
各
位
の
日
々
の
ご
努
力
が

北
全
調
の
原
点
な
の
だ
と
改
め
て

実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

う
し
た
地
道
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
今
後
と
も
厚
生
労
働
大
臣
賞

と
北
海
道
社
会
貢
献
賞
な
ど
の
表

彰
を
多
く
の
方
が
受
賞
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

「
温
故
知
新
」
と
い
う
言
葉
を
念

頭
に
、
皆
様
の
ご
協
力
の
元
、
本

会
の
事
業
を
一
歩
ず
つ
着
実
に
推

進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
６
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）北
海
道
全
調
理
師
会

事
務
局
長
　
伊
藤　

哲
男

　

会
報
編
集
委
員

委
員
長　

鈴
木
裕
一
郎（
札
調
連
会
長
代
行
）

委　

員　

石
塚　

博
久（
札
幌
そ
ば
麺
類
研
究
会
）

　
　
　
　

佐
藤　
　

修（
定
山
渓
調
理
師
会
）

　
　
　
　

本
間　

勇
司（
札
幌
割
烹
調
理
師
会
）

　
　
　
　

泉　
　

勝
志（
日
本
中
国
料
理
協
会
）

　
　
　
　

板
倉　

洋
祐（
全
日
本
司
厨
士
協
会
）

　
　
　
　

成
田　
　

寿（
札
幌
第
一
割
烹
調
理
師
会
）

編
集
長　

山
口　

弘
行（
事
務
局
長
）

機
関
紙
／
も
じ
ゃ
こ
通
信

令
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６
年
２
月
25
日
発
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幌
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札
幌
市
中
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卸
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市
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水
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階
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話
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〇
一
一
）二
一
五
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一
二
五

印
刷
／
株
式
会
社
正
文
舎

　

令
和
６
年
の
元
旦
に
能
登
半
島

地
震
が
発
生
。
こ
の
時
に
思
い
出

さ
れ
た
の
が
、
平
成
30
年
９
月
の

胆
振
東
部
地
震
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
」。
午
前
３
時
過
ぎ
、
大
き

く
台
地
が
揺
れ
、
ま
も
な
く
停
電

に
。
携
帯
ラ
ジ
オ
で
情
報
を
集
め

な
が
ら
、
朝
を
迎
え
ま
し
た
が
、

地
下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
、
バ
ス
な
ど
公
共

交
通
機
関
は
全
て
運
行
を
停
止

し
、
道
路
も
信
号
機
が
消
え
た
状

態
。
出
勤
に
は
、
自
動
車
の
運
転

は
危
険
な
の
で
、
選
ん
だ
手
段
は

娘
の
自
転
車
（
ほ
ぼ
マ
マ
チ
ャ

リ
）。
片
道
15
㎞
を
１
時
間
30
分

か
け
て
ひ
た
す
ら
漕
ぎ
続
け
、

や
っ
と
の
思
い
で
職
場
に
着
い
た

あ
の
日
。
二
度
と
経
験
し
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
来
る
の
で
、
改
め
て

災
害
へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

特別賛助会員

当連合会の運営に特別にご支援いただいている特別賛助会員の方々です。（敬称略）

賛　助　会　員　名 役　職 ・ 氏　名 住　　　　　所

株式会社　すし善 代表取締役� 嶋宮　　勤 中央区北１条西27丁目

札幌グランドホテル 総支配人� 長瀬　隆則 中央区北１条西４丁目

札幌パークホテル 総支配人� 荒木田　康 中央区南10条西３丁目

ホテルライフォート札幌 総支配人� 安岡　政光 中央区南10条西１丁目

京王プラザホテル札幌 代表取締役社長� 本田　敏人 中央区北５条西７丁目

学校法人　山口学園北海道中央調理技術専門学校 学校長� 山口　伸矢 豊平区月寒西３条６丁目

学校法人　光塩学園調理製菓専門学校 理事長� 南部ユンクィアンしず子 中央区大通西14丁目

札幌ビューホテル大通公園 総支配人� 石井　高宏 中央区大通西８丁目

ホテルポールスター札幌 総支配人� 山脇　英嗣 中央区北４条西６丁目

センチュリーロイヤルホテル 総支配人� 桶川　昌幸 中央区北５条西５丁目
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